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閉鎮位拉'i伽J・［システムに関する研究

5 ・琲1期時間の調節によるホウレンソウ苗の抽苔阻止

°全 複1豆、渡辺歩、富水真智子、古任殷樹、久保田智恵利、岡部勝美＊

（千葉大学園芸学部 • ＊太洋帥業（株））
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はじめに 植物の栄喪成長と抽苔 ・開花などの生婚成長に共に影響を及ぼす明期時間を、自然光温

室において調節することは困難である。他方、人工光を用いる閉鎖型苗生産システムにおいては、

明期時間、光質、光強度等の光環境のみならず、他の環境要因も正確に調節できる。一般に、ホウ

レンソウは、長日・裔温下で抽苔し、商品価値を失う。筆者らは、人工光下で短日・低温にして育

苗すると、長日条件下の自然光温室で定植・栽培しても収穫までは抽苔しないことを示した (Chunet 

(l/., 1998)。本報では、育苗時の明期時間が、育苗時および収穫時の成長および抽苔に及ぼす影饗を

調ぺた。

材料および方法 供試植物としてホウレンソウ (Spinaciaoleracea L. cv. Dimple) を用いた。口）ク

ウール微粒綿（太洋典業（株））を充填した 144穴の育苗パネルの各セルに 5粒播種し、 3日間暗黒

条件で発芽させた。その後 11日間、人工光利用型苗生産装置内で 11、13および 15hかの明期時間

で（各 ALll区、 ALl3区および AL15区）育苗した。光源には白色蛍光灯 (FPL55EX-N、松下電工）

を用いた。各試験区共通の環境条件を TableIに示す。播種後 14日目に、苗の葉数、最大葉長、地

上部および地下部の生体重を調査した後、プラスチック温室に設置された改良 Ebband Flow式水耕

装置（揖斐川工業（株））に定植した。定植後は、 EC （電気伝導度）および pHを 280mS m・lおよび

6.0に調整した水耕液をタンクと栽培ベッドの間で間欠循環させた。温室内昼間最高気温および夜間

最低気温を 30および 13℃になるように換気と暖房を行ったっ栽培期間中 (1997年 11月24日から 12

月23日まで）の自然日長は、約 10.5h ct・1であった。収穫後、抽苔率、花茎長、最大葉長および地上

部生体重を測定した。

結果および考察 14 日間人工光下で育苗したホウレンソウ苗の葉数、最大葉長、地上部および地下

部の生体重を Fig.1に示す。明期時間の長い処理区ほど苗の栄養成長が大となった。しかし、定植

後 29日目の収穫時では、最大葉長および地上部生体重における各処理区間の統計的な有意差は無か

った (Fig.2)。定植後 29日目における抽苔率および花茎長を Table2に示す。 ALll区および ALl3

区では、抽苔率が 0％であったが、 ALI5区の抽苔率は 11%、花茎長は約 6cmとなった。この結果

から、 2週間の育苗期間中の明期時問を 13時間以下にすると定植から収穫までの抽苔を阻止できる

ことが判明した。逆に、自然条件が短日である、秋・冬栽培でも、長日条件下で育苗したホウレン

ソウは抽苔する可能性があるので、人工光下で育苗をする際には、明期時間の設定に注意する必要

がある で育苗時の短日・低温処理により、ホウレンソウの夏期栽培において、収穫までの抽苔が阻

止されることを示した筆者らの前報および本研究の結果から、ホウレンソウが抽苔に関して日長に

惑応し始める時期は、育苗期間中であり、育苗期間中の明期時間の調節で栽培時の抽苔を誘導 ・阻

止てきることが判明したぐ・木研究ては、開花・抽苔等の植物生理学的知見を、植物苗生産システム

の安定的運用および新たな付加価他の創出のために応用した C• この様な技術は、ホウレンソウと同

様、抽苔の回避が必要な植物、或いは、開花・抽苔を促進させる必要のある植物の苗生廂に適用で

きる：
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Tablじ I.l~11vironmc11tal conditions i11 a transrlant 
p roduc l l (） 11 sy、ヽlじmu．ヽingartiricial light 

T cm re ra llllじ
馬 lativc1-lumiuily 
PP!芥

Surporting Material 

じCof solution 
pH of solution 
Amount of solution 
irrigat叫

19-21℃ 
53-77 lJn 
360 μ1110I rn・2 s・1 
Granules or rock wool 
(Taiyo Kogyo Co.. Ltd) 
120 mS m-1 
6.0 

3-5 ml u・1/cell 

* Average in photosynthetic photon flux on empty 
shelf 
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Table 2. Percent ol'spinach plants bolted and the 
length or !lower stalks 29 days after transplanting. 
Two hundred fifty six plants were sampled from 
each treatment. 

Length ol 
Flower Stalk z> 

塁
ALI I 0.0 0.0土0.0

AL13 0.0 0.0土0.0

ALIS ll.3 6.1土4.8
zi Stalk lengths of bolted plants were averaged 
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Fi_g.). L~af num~er (I)_, the max!mum leaf le11gth (II), shoot (III) and root (IV) fresh weights 
~(-_s_pinach _transplants 14 days aft~r s_owjng. DitJerent letters above bars mean significant 
difference between treatments at P=0.05 with LSD test. 
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I― .. lg. 2. Thc milXImum l叫 lenglh(l) iUld shool [rcsh wcighl (II) 0[ spinach plants 29 days 
allC I tl ill1ヽrlanting.Different Iじllcrsabove bars mean sig11irica11t difference ・between 
l「cat111c11tsat P=0.05 with LSD lじSl
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